
 

モニタリング結果報告書 
施   設  愛名やまゆり園          
指定管理者  社会福祉法人かながわ共同会    
施設所管課  障害福祉課            

（平成 21 年度 上半期） 

管理運営状況総括 
１ 月例報告書によるモニタリングの概況 

報告月 受理日 備考（確認事項等） 

4 月 5 月 8 日 

 5 月 6 月 10 日 

 6 月 7 月 10 日 

 7 月 8 月 10 日 

 8 月 9 月 10 日 

 9 月 10 月 9 日 

月報により利用状況、職員配置状況を確認。 

   

２ 指定管理者の選定理由にある取組み等の実施状況 
(1) 提案内容の達成度 

  Ａ：提案を上回る Ｂ：提案どおり Ｃ：提案を下回る 

(2) 実施状況等 

 

 

＜提案内容の概要＞ 

  １ 重度重複障害者支援の特色ある施設運営を目指す。 

  ２ 加齢に伴い一般の人に比較して早期にかつ急激に進む身体機能、精神機能及び生活機能の低下に対す

る予防と介助量の増大に対して、より安心、安全な生活を支援する。 

  ３ 行動障害の著しい重度知的障害者に対して、安定的なプログラムを提供して、当該行動の軽減を図る。

４ 障害の重い入所者の地域生活移行への取組みと、在宅障害者支援のバックアップ施設として、あるい

は、待ちの姿勢ではなく地域に積極的に進出する相談活動を行い、地域支援機能の充実を図る。 

 

＜実施状況＞ 

  １ 利用者、家族の思いを汲み取った個別支援計画を策定するとともに、特に、利用者の人権に対する取

組みを強化し、職員への研修の実施、毎月の人権目標を設定し、職員への周知徹底を図っている。また、

成年後見人制度の促進を図り、５６名の成年後見人が選任されている。 

  ２ 日中活動プログラムに、体操や音楽療法を含め、機能維持を目的とした内容を取り込んでいる。また、

嚥下機能を維持し誤嚥防止の研修により職員の支援技術の向上を図っている。 

  ３ 行動障害利用者支援に当たって、危険防止のための環境整備（居室の工夫など）や支援の工夫を行う

とともに TEACCH プログラム（障害者のコミュニケーション能力を高める支援方法）の研修などにより支

援の質を高める努力をしている。 

  ４ ６月にケアホーム「オアシス１」「オアシス２」をオープンさせ、１２名の利用者が地域生活を開始す

るとともに施設入所者の定員削減に取り組んでいる。また、在宅障害児者への積極的の支援を行うため

１日２名の受入れによる重症心身障害児の日中一時支援を開始した。 

５ 相談事業の質量を充実させ、県央障害保健福祉圏域を中心とした中核的な機能を担っている。また、

厚木、愛川、清川の自立支援協議会において中心的な役割を担い、県域の各障害保健福祉圏域への助言

及び各圏域の調整機能を担ってきた。 

（様式２）モニタリング結果報告書 

指定管理者の選定に際して、サービスの向上や利用促進の観点から提案された各取組み
等について、提案内容の要旨とそれに対応する形で実績を記載する。 



 

３ 収支状況（単位：千円）注：千円未満を切捨てているため、合計は一致しません。 

収 入 額 

 
指定管理料 

利用料金 

（前年同月料

金額) 

その他収入 
支出額 収支差額 

年間予算額 

 

976,275
428,816 

535,915 11,544
976,275 0

上半期計

（a） 

502,966
212,806 

286,331

（271,317）

3,829
410,845 92,121

下半期計 

（b） 
 

 

（    ）
 

  4 月 76,393
29,777 

46,491

（45,788） 
125

55,818 20,575

  5 月 78,136
29,777 

48,091

（46,177） 
268

62,094 16,042

  6 月 113,518
63,921 

48,814

（45,450） 
783

115,874 △2,356

  7 月 79,372
29,777 

49,175

（45,247） 
420

63,861 15,511

  8 月 77,482
29,777 

45,985

（46,990） 
1,720

55,039 22,443

  9 月 78,065
29,777 

47,775

（41,665） 
513

58,159 19,906

合計 

(a＋b) 

502,966
212,806 

 286,331 

（271,317）

3,829
410,845 92,121

 

 

 

収支状況に関する意見等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（今期に行った資本的な収入及び支出等の状況） 

 内容 金額(千円) 

  
収入の状況 

  

歯科ユニット 4,813 
支出の状況 

  

(期首)    64,000 
積立等の状況 

修繕・増改築のため 

(期末)    64,000 

 

・当初予算編成時点で報酬単価の改定が決定しておらずその分の収入増分を見込まなか
ったため、毎月の収入が見込みより増収入となり、その収入増に対する支出予算を組ん
でいないこと。及び公用車等の購入が下半期の執行予定であること等により、多額の収
支差額が生じている。 

収入の状況：定期預金の取り崩し、借入れによる収入があった場合等は、その旨を必ず記載する。 

支出の状況：車両の購入、施設の増改築、また定期預金の積み立てを支出に含めた場合等は、その内

容を必ず記載する。 

積立等の状況：積立・借入れ等がある場合は、その内容（施設の増改築のための積立・借入れ、定期

預金等）、当該期首及び期末の金額を必ず記載する。 

・半期計欄の収支差額が、収入額又は支出額のうち低い方の額の１割以上プラス又はマイナスとなって

いる場合は、その理由を分析し記載するとともに、必要な場合は、対応策も併せて記載する。 
・また、収支差額に 1 割以上プラスが生じた主な理由が、人件費の削減である場合は、年度協定におけ

る人員配置計画と比較し、合理性が認められるか否かを記載する。 
・年間予算額の収支が均衡していない場合は、その理由を記載する。 

１ 指定管理者の収入を記載する（県の収入である「使用料」は含まない）。 
２ 「その他収入」は、都市公園の駐車場収入、雑収入、寄付金収入など指定管理料と
利用料金以外のすべての収入を記載する。



 

 
４ 利用状況 

 利用者数 前年同月利用者数 前年対比増減率 

上半期計（a）           626 人         643 人 △2.6％

下半期計（b）           人         人 ％

  4 月      108 人        107 人 0.9％

  5 月       108 人     107 人 0.9％

  6 月     106 人      107 人 △0.9％

  7 月      101 人        108 人 △6.5％

  8 月         102 人     107 人 △4.7％

  9 月     101 人      107 人 △5.6％

合計(a＋b) 626 人  643 人 △2.6％

 利用状況に関する意見等 

 

 

 

 

 

 

５ 苦情・要望等の状況                               

（施設受付分）                     （施設所管課受付分） 
 口頭 文書 
報告月 対面 電話 手紙 メール アンケート

合計

４月 ０ １ ０ ０ ０ １ 
５月 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
６月 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
７月 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
８月 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
９月 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

報告月 口頭 文書 合計

月    

月    

月    

月    

月    

月    

６ 特筆すべき苦情・要望等及び対応状況 
 
 
 

 

分野 概要 対応状況 
・  

施設・設備 
・  
・  

職員対応 
・  
・  

事業内容 
・  
・草刈に伴う防塵等に対する苦情 作業日程を事前告知することで解決。 

その他 
・  

類似の苦情や要望が多く寄せられたもの、苦情や要望をもとに対応した取組みが利用者に評
価されたもの、苦情や要望のうち対応したいと考えるが、諸般の事情により対応できないも
のなどを記載する。 

半期計欄の前年対比増減率が、１割以上プラス又はマイナスとなっている場合は、その理
由を分析し記載するとともに、必要な場合は、対応策も併せて記載する。 



 

７ 事故や不祥事等の発生状況 
 
 
 
 

発生日 概要・対応状況等 

 ４月２２日 

利用者病死 

多機能不全のため、入院中の病院にて死亡。 

3/15 により下痢嘔吐の症状がみられ、3/19 通院。ノロウィルス 

感染の診断で 3/25 入院。3/31 重積発作により ICU へ移動。肺炎、

腎不全、肝機能低下などの症状があり、積極的な治療は困難との

診断。4/19 主治医より早ければあと２,３日との診断が出る 

4/22、23:00 病院からの呼び出しがあり、23:34 死亡確認。 

 ５月１７日 

 利用者骨折 

起床時より足を引きずっている。水虫薬を塗布しようとした際 

足の腫れを確認。本人に確認すると、「トイレで足を捻った」よ 

うなジェスチャーで応える。通院し「左足第 2 指中足骨骨折」と

の診断。その後治療継続し、完治する。 

 ９月２４日 

 利用者骨折 

日中活動中の歩行時、発作があり前方へ転倒。その夜、就床誘導

の際右足首全体の腫れを確認。翌日通院し「脛骨下部、踵骨下部

骨折」との診断。その後治療継続し、完治する。  
８ 随時モニタリングの実施状況 
 
 

実施日 対応者等 経緯・調査内容 調査結果 

月 日    
 

９ 上半期の所見等 
 
 

指定管

理者 

重度重複知的障害者支援に関しては、人権に配慮した安心安全な生活の保障に努め

支援スタッフの技術の向上を図っている。６月にケアホーム増設により、１８名の地

域生活者の生活支援を実施。また、短期入所などの受入を積極的に行い、在宅の対象

者のバックアップ施設としての機能をこれまで以上に充実させることに取り組む。 

併せて、神奈川県障害福祉計画に従い、施設入所者の定員を削減し、平成２３年度末

目標９０名定員に向けて、現在取組中で平成２１年度末１００名を目標としている。

在宅者支援、地域支援の立場から、障害福祉施策の重点課題である、地域並びに障害

保健福祉圏域の自立支援協議会の運営や相談支援事業の中核的な役割を果たすため

に、さらにスタッフの質、量の確保、事業展開を図っていきたい。 

施設所

管課 

重度重複知的障害者の支援において、利用者の希望に沿い、積極的に地域生活移行

を進めていることは評価できる。また、地域の在宅障害者に対する支援や圏域自立支

援協議会の運営等、地域における拠点施設としての役割を果たしていることも評価で

きる。 

現在、強度行動障害者のためのケアホーム設置に向けた準備を進めている。今後も

取り組みを継続し、強度行動障害者の地域生活移行を実現して欲しい。 

 

1～８の各項目の状況等を踏まえ、指定管理業務をより効果的･効率的に推進する観点から、
反省点や改善策等を記載する。 

事故や不祥事の発生等に伴い、施設所管課が随時モニタリングを実施した場合は、調査内容
や結果を記載する。 

利用者や職員が死傷した場合、業務の実施において法令違反等による指導や処分を受けた場合及び個

人情報や公金の管理等において不適切な取扱い等があった場合は、その概要と対応状況を記載する。

なお、利用者の死亡事故や個人情報の流出等、重大な事故や不祥事が発生した場合は、行政システム

改革推進課に任意の様式により速やかに報告書を提出する。 


